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入  札  公  告  

 

次 の と お り 一 般 競 争 入 札 に 付 し ま す 。  

令 和 ６ 年 ８ 月 2 9 日  

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構  

水 産 資 源 研 究 所  管 理 部 門 長  木 白  俊 哉  

◎ 調 達 機 関 番 号  8 0 7  ◎ 所 在 地 番 号  1 4  

1    調 達 内 容  

( 1 )    品 目 分 類 番 号  2 4  

( 2 )    購 入 等 件 名 及 び 数 量  自 動 採 水 ろ 過 装 置  

一 式  

( 3 )   調 達 案 件 の 仕 様 等  仕 様 書 に よ る 。  

( 4 )    納 入 期 限  令 和 ７ 年 ３ 月 3 1 日  

( 5 )    納 入 場 所  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教

育 機 構 水 産 資 源 研 究 所  

( 6 )    入 札 方 法  落 札 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書

に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 パ ー セ ン

ト に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に

１ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は そ の 端 数 を 切 り

捨 て る も の と す る ｡ ）を も っ て 落 札 価 格 と す る
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の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 係

る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を

問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 1 1 0 分 の

1 0 0 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ と 。 

2    競 争 参 加 資 格  

( 1 )    国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 契 約

事 務 取 扱 規 程 （ 平 成 1 3 年 ４ 月 １ 日 付 け 1 3 水

研 第 6 5 号 ）第 1 2 条 第 １ 項 及 び 第 1 3 条 の 規 定

に 該 当 し な い 者 で あ る こ と 。  

( 2 )    令 和 ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産

研 究 ・ 教 育 機 構 競 争 参 加 資 格 又 は 全 省 庁 統 一

資 格 の 「 物 品 の 製 造 契 約 」 の 業 種 「 精 密 機 器

類 」 で 、 「 Ａ 」 、 「 Ｂ 」 、 「 Ｃ 」 又 は 「 Ｄ 」

い ず れ か の 等 級 に 格 付 け さ れ て い る 者 で あ る

こ と 。  

( 3 )    国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 理 事

長 か ら 物 品 の 製 造 契 約 、 物 品 の 販 売 契 約 及 び

役 務 等 契 約 指 名 停 止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停

止 を 受 け て い る 期 間 中 で な い こ と 。  

た だ し 、 全 省 庁 統 一 資 格 に 格 付 け さ れ て い
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る 者 で あ る 場 合 は 、 国 の 機 関 の 同 様 の 指 名 停

止 措 置 要 領 に 基 づ く 指 名 停 止 を 受 け て い る

期 間 中 で な い こ と 。   

( 4 )   暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 7 7 号 ） 第 3 2 条 第 １

項 各 号 に 掲 げ る 者 で な い こ と 。  

3    入 札 書 の 提 出 場 所 等  

( 1 )    入 札 書 の 提 出 場 所 、 契 約 条 項 を 示 す 場 所 、

入 札 説 明 書 の 交 付 場 所 及 び 問 い 合 わ せ 先  

  〒 2 3 6 - 8 6 4 8  神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２

－ 1 2 － ４  国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育

機 構 水 産 資 源 研 究 所 管 理 部 門 管 理 課  上 崎  

和 也  電 話 0 4 5 - 7 8 8 - 7 6 2 4  F A X  0 4 5 - 7 8 8 - 5 0 0 1  

( 2 )    入 札 説 明 書 の 交 付 方 法  競 争 参 加 希 望 者 は 、

以 下 に よ り 入 札 説 明 書 等 （ 入 札 説 明 書 、 入 札

心 得 書 、 契 約 書 案 、 入 札 書 様 式 、 委 任 状 様 式

等 ） の 交 付 を 受 け る こ と 。  

①  直 接 交 付  

   上 記 3 ( 1 ) の 交 付 場 所 に て 交 付 す る 。  

②  宅 配 便 着 払 い に よ る 交 付  
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任 意 書 式 に 「 自 動 採 水 ろ 過 装 置 入 札 説 明

書 宅 配 便 に て 希 望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担 当

者 名 、 住 所 、 電 話 番 号 を 記 載 の う え 、 上 記

3 ( 1 ) あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。  

③  メ ー ル に よ る 交 付  

任 意 書 式 に 「 自 動 採 水 ろ 過 装 置 入 札 説 明

書 メ ー ル に て 希 望 」 と 記 入 し 、 社 名 、 担 当

者 名 、 メ ー ル ア ド レ ス 、 電 話 番 号 を 記 載 の

う え 、 上 記 3 ( 1 ) あ て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 す る こ と 。   

( 3 )  入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 方 法  仕 様 書 等 に 関

し 質 疑 が あ る 場 合 に は 、令 和 ６ 年 ９ 月 2 4 日 ま で

に 上 記 3 ( 1 ) あ て に メ ー ル （ ア ド レ ス は 入 札 説 明

書 に 記 載 ） 又 は Ｆ Ａ Ｘ に て 質 疑 を 行 う こ と 。 当

日 ま で の 質 疑 を 取 り ま と め 、 回 答 は 入 札 説 明 書

受 領 者 全 員 に 対 し て 行 う と と も に 当 機 構 の ホ ー

ム ペ ー ジ に て 公 表 す る こ と に よ り 入 札 説 明 会 に

代 え る 。 な お 、 当 該 日 以 降 に 質 疑 が 発 生 し た 場

合 に も 随 時 受 け 付 け 、 同 様 に 対 応 す る 。  

( 4 )   入 札 書 の 受 領 期 限  令 和 ６ 年 1 0 月 2 1 日 1 7

時 （ た だ し 、 郵 便 に よ る 入 札 の 場 合 は 、 書 留 郵
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便 に よ る こ と と し 、 必 着 の こ と ｡ ）  

( 5 )  開 札 の 日 時 及 び 場 所  令 和 ６ 年 1 0 月 2 3 日

1 0 時  神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 福 浦 ２ － 1 2 － ４  

国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 水 産 資 源

研 究 所  ビ デ オ ラ イ ブ ラ リ ー 室  

4    そ の 他  

( 1 )    契 約 手 続 き に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨  

日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨 。  

( 2 )    入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  免 除 。  

( 3 )    入 札 の 無 効  本 公 告 に 示 し た 競 争 参 加 資 格

の な い 者 の 提 出 し た 入 札 書 、 競 争 参 加 資 格 確

認 書 類 に 虚 偽 の 記 載 を し た 者 の 提 出 し た 入 札

書 、 入 札 者 に 求 め ら れ る 義 務 を 履 行 し な か っ

た 者 の 提 出 し た 入 札 書 は 無 効 と す る 。  

( 4 )    契 約 書 作 成 の 要 否  要 。  

( 5 )    落 札 者 の 決 定 方 法  本 公 告 に 示 し た 物 品 を

納 入 で き る と 国 立 研 究 開 発 法 人 水 産 研 究 ・ 教

育 機 構 水 産 資 源 研 究 所 管 理 部 門 長 が 判 断 し た

入 札 者 で あ っ て 、 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で

最 低 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を 行 っ た 入 札 者
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を 落 札 者 と す る 。 た だ し 、 落 札 者 と な る べ き

者 の 入 札 価 格 に よ っ て は 、 そ の 者 に よ り 当 該

契 約 の 内 容 に 適 合 し た 履 行 が な さ れ な い お そ

れ が あ る と 認 め ら れ る と き 、 又 は そ の 者 と の

契 約 を 締 結 す る こ と が 公 正 な 取 引 の 秩 序 を 乱

す こ と と な る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 場 合

は 、 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 の 価 格 を も っ て

入 札 し た 他 の 者 の う ち 最 低 の 価 格 を も っ て 入

札 し た 者 を 落 札 者 と す る こ と が あ る 。  

( 6 )    手 続 き に お け る 交 渉 の 有 無  無 。  

( 7 )    競 争 参 加 者 は 、 入 札 の 際 に 国 立 研 究 開 発 法

人 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 の 資 格 審 査 結 果 通 知 書

写 し 又 は 全 省 庁 統 一 資 格 の 資 格 審 査 結 果 通

知 書 写 し を 提 出 す る こ と 。  

( 8 )   詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

5    契 約 に 係 る 情 報 の 公 表  「 独 立 行 政 法 人 の 事

務 ・ 事 業 の 見 直 し の 基 本 方 針 」 （ 平 成 2 2 年 1 2

月 ７ 日 閣 議 決 定 ） に 基 づ き 実 施 す る 。 詳 細 は 入

札 説 明 書 に よ る 。  

6   公 的 研 究 費 の 不 正 防 止 に か か る 「 誓 約 書 」 の
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提 出 に つ い て  詳 細 は 入 札 説 明 書 に よ る 。  

7    S u m m a r y  

( 1 )    O f f i c i a l  i n  c h a r g e  o f  d i s b u r s e m e n t  o f  t h e  

p r o c u r i n g  e n t i t y :  K I S H I R O  T o s h i y a ,  D i -

r e c t o r ,  M a n a g e m e n t  D e p a r t m e n t ,  F i s h e r i e s  

R e s o u r c e s  I n s t i t u t e ,  J a p a n  F i s h e r i e s  

R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y  

( 2 )    C l a s s i f i c a t i o n  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e   

p r o c u r e d :  2 4  

( 3 )    N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  

p u r c h a s e d :  A u t o m a t e d  W a t e r  S a m p l i n g  a n d  

F i l t r a t i o n  s y s t e m  １ S e t  

( 4 )    D e l i v e r y  p e r i o d :  3 1  M a r c h  2 0 2 5  

( 5 )    D e l i v e r y  p l a c e :  F i s h e r i e s  R e s o u r c e s  

I n s t i t u t e ,  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  

E d u c a t i o n  A g e n c y  

( 6 )    Q u a l i f i c a t i o n  f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  

t e n d e r i n g  p r o c e d u r e s :  S u p p l i e r s  e l i g i b l e  

f o r  p a r t i c i p a t i n g  i n  t h e  p r o p o s e d  t e n d e r  

a r e  t h o s e  w h o  s h a l l :  
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①  n o t  c o m e  u n d e r  A r t i c l e  1 2 - 1  a n d  1 3  o f  

t h e  r e g u l a t i o n  c o n c e r n i n g  t h e  c o n t r a c t  f o r  

J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  

A g e n c y ,  

②  h a v e  G r a d e  A ,  B ,  C  o r  D  “ M a n u f a c t u r e r  

o f  m a c h i n e r y  f o r  e l e c t r i c i t y /  c o m m u n i -

c a t i o n ” i n  t e r m s  o f  t h e  q u a l i f i c a t i o n  f o r  

p a r t i c i p a t i n g  i n  t e n d e r s  b y  J a p a n  F i s h -

e r i e s  R e s e a r c h  a n d  E d u c a t i o n  A g e n c y  o r  

S i n g l e  q u a l i f i c a t i o n  f o r  e v e r y  m i n i s t r y  

a n d  a g e n c y  i n  t h e  f i s c a l  y e a r s  2 0 2 2 ,  2 0 2 3  

a n d  2 0 2 4 .   

( 7 )    T i m e  l i m i t  f o r  t e n d e r :  1 7 : 0 0 ,  2 1  O c t o b e r  

2 0 2 4  

( 8 )    C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  U E S A K I  

K a z u y a ,  A d m i n i s t r a t i o n  S e c t i o n ,  M a n a g e -

m e n t  D e p a r t m e n t ,  F i s h e r i e s  R e s o u r c e s  

I n s t i t u t e  ,  J a p a n  F i s h e r i e s  R e s e a r c h  a n d  

E d u c a t i o n  A g e n c y ,  ２ - 1 2 - ４ ， F u k u u r a ,  

K a n a z a w a - k u ,  Y o k o h a m a  c i t y ,  K a n a g a w a ,  



 9

2 3 6 - 8 6 4 8  J a p a n .  T E L  0 4 5 - 7 8 8 - 7 6 2 4  
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第１章  総 則 

 

１．目的及び用途 

   この仕様書は、国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産資源研究所が調達する、自動

採水ろ過装置（以下、「本装置」という。）について規定する。 

本装置は、環境DNAに基づいて様々な生物群の分布の時空間変化を明らかにするために必

要となる海水をフィルターろ過した試料を自動的かつ簡便に採取することを目的とする。 

   受注者は、この仕様書に規定する条件を満たした本装置を製作し、納入すること。 

 

２．調達数量 

  1 式 

 

３．納入場所 

  〒236-8648 神奈川県横浜市金沢区福浦 2-12-4 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 横浜庁舎 

 

４．検査 

   本装置は、国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産資源研究所の検査職員による検査

を受け合格しなければならない。 

   また、当所が指定する停泊中の船舶に本装置を設置し、当所担当職員立ち会いの下、納

入前の作動試験を実施すること。設置する船舶や停泊場所等の詳細については、別途指示

するものとする。 

 

５．その他 

（１）本装置の搬送・搬入及び操作説明等に必要な経費は、受注者側で負担すること。 

（２）受注者は、令和 7 年 3 月 31 日までに納入を完了すること。 

（３）受注者は、上記試験調整時に、当所担当職員に対し十分な取扱説明を行うこと。なお、本装

置の設置及び試験調整の実施日時については、当所担当職員と打ち合わせの上、施行する

こと。 

（４）受注者は、本装置の操作方法について和文で示した取扱説明書を、納入時に 3 部提出する

こと。なお、取扱説明書には装置異常発生時に復帰させる方法を明記すること。 

（５）導入後 1 年間は、取扱説明書遵守した使用により性能不良等が発生した場合は、無償かつ迅

速に補修の対応を行うこと。 

（６）受託者は、本装置の製作に係る成果品の全ての著作物（プログラムを含む）の著作権を機構

に帰属すること。 
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第２章  構 成 

１．本装置の概要 

本装置は、海水中の懸濁物や環境 DNA 試料を採取することを目的とする。本装置は、船内に設

置し、調査船に搭載されている表面水を汲み上げるポンプより海水の供給を受ける。海水に含ま

れる懸濁粒子を船舶上で試料の採取に適した特定フィルター（グラスファイバーフィルターまたはメ

ンブレンフィルター）により加圧ろ過し、ただちにそのフィルターごと自動で冷蔵保管あるいは同相

当の処置を施し保管する。さらにフィルターを自動的に順次交換することにより連続的かつ簡便に

試料を採取できる装置である。 

 

２．本装置の構成および数量 

1-1．自動採水ろ過装置本体    １ 台 

  1-2. 試料保管部      １ 式 
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第３章  本装置の仕様 

 

1.    自動採水ろ過装置 

自動採水ろ過装置を構成する装置本体について、以下の仕様を満たすこと。また、構成

する機器の仕様及び採水からろ過、その後の排水の過程については、参考図を参照のこ

と。 

 

1-1. サイズ及び耐塩対策 

1-1-1. 装置は幅×奥行き×高さが 1600ｍｍ×1100ｍｍ×1800ｍｍのサイズ以下とす

ること。また、試料保管部も装置内に格納できること。 

1-1-2. 配管、バルブ類は海水に耐性のある特殊な材質とし、フィルターホルダーの本

体材質はチタン、サポートスクリーン材質 PTFE を使用すること。 

 

1-2. ろ過装置及び交換・洗浄機構 

1-2-1.  チューブポンプは少なくとも毎分 1L 以上の吐出能力があるものかつ、吐出量を

調整できるものを選定すること。また、濾過圧は 0.2MPa を超えないものとし、採

取に適したろ過条件を設定できること。 

1-2-2.  本装置はフィルターをフィルターホルダーにセットし、ハンドリングする。フィルタ

ーホルダーの口径は 47mm のグラスファイバーフィルターとメンブレンフィルタ

ーの両方が使用可能であること。また、フィルターホルダーは分解洗浄できるも

のとし、繰り返し使用できるものとすること。 

1-2-3.  フィルターはホルダーに収納し、さらにそれを複数収納したフィルターマガジン

を装置内にセットすることによって、連続的に試料（少なくとも１２個以上）を採

取できること。連続運転用のホルダーの他に予備のホルダーとマガジンを３個

納入すること。また、フィルターマガジンの交換は工具不要で簡便・確実・迅速

に可能であること。フィルターホルダーは船舶の揺れが生じる不安定な環境下

にも対応できる落下防止用の受け台構造を備えること。 

1-2-4.  フィルターホルダーを自動交換し、ろ過終了後自動でライン洗浄、エアブローを

行うことが可能であること。なお、洗浄回数、洗浄有無などは予め任意で設定

可能であること。 

 

1-3. 操作表示設定画面とデータ取得 

1-3-1. 動作中の動作内容が操作盤の画面で表示でき、下記の情報を表示すること。

また、電子記録媒体に 1～60 秒間隔でログ情報を記録する機能を有すること。 

① フィルターID（何枚目のフィルターをろ過しているかわかるようにする

こと） 
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② 時刻 

③ 位置情報（緯度経度） 

④ ろ過の瞬時流量（mL/min） 

⑤ ろ過の積算量（mL）  

⑥ ろ過の圧力（MPa） 

⑦ 装置の状態（運転中、待機、停止、異常） 

 

装置の状態については、パトライトで視認可能であること（パトライトの色の状態 

運転中：〔緑〕、待機：〔緑、黄〕、停止：〔黄〕、異常：〔赤〕）。異常の原因や箇所

について制御画面で表示すること。 

 

1-3-2. 装置運転は、予め時刻、時間（間隔）等によって設定可能であり、ろ過回数、ろ

過量、ろ過ライン洗浄有無、待機時間、情報ログ記録スパン、ライン洗浄やエ

アブロー実施の有無の設定が操作盤で可能であること。 

1-3-3. 電源電圧・周波数は AC100V、50/60Hz とし、エア圧力は 0.45MPa 供給で運

転可能とすること。 

 

2.    試料保存部 

2-1.  保存・保管方法 

2-1-1.  試料採集後に自動でフィルターに DNA 組織保存試薬を投与し、フィルターホ 

ルダーごと回収、保管可能であること。 

2-1-2.  24 時間以上、 8℃以下の温度で保存可能であること。 

 



P

S7 S4

PS-M

S5

ホルダー

ホルダー
マガジン

クランプ

流量計

流量計

Ｆ１

Ｆ２

保冷剤

排水

ＲＮＡ

ディスペンサー

エアブロー

レベルセンサ

タンク

S3

S2S1

排水

排水

海水源

S6

件　名 図面番号

S=Non Scale（A4)

水産資源研究所管理課

含む

調査船ポンプから

ホース接続
別途

ホース接続

ホース接続

別途

別途

別途
ホース接続

ホース接続
別途

ＳＵＳ３０４
（※内面ＰＦＡコーティング）

配管：シリコンチューブ（内径φ6.4）

配管：シリコンチューブ（内径φ6.4）

自動採水ろ過装置

自動採水ろ過装置参考図

チューブポンプ

ＰＳ－Ｍ

機　器　表

記　号 名　　称

F1、F2 流量計
材質：ＦＴＦＥ、ＦＲＭ

測定範囲：1～10L/min

S1～S7 自動バルブ
本体：ＰＰＳ、ダイヤフラム：ＥＰＤＭ

口径：1/4～1/2

仕　　様

Ｐ
回転数：6～600rpm

ローター材質：ＳＵＳ３０３ ケース：ＰＰＳ

備　　考

保冷容器

保冷容器

圧力計

タンク

レベルセンサ

材質の指定なし

容量：７Ｌ

材質：ＳＵＳ３１６、ＳＵＳ３１６Ｌ

警報：満水・減水

測定範囲：０～０．５ＭＰａ

圧力ポート材質：ＳＵＳＸＭ７


